
中間報告書 

   令和５年９月１５日現在 

１  事業名   竹林のスコレー 穂井田竹灯籠まつりプロジェクト 

※燈籠を文字変換しやすい名称にするため灯籠の表記に変えています。 

２  実施期間  令和５年４月４日～令和６年２月２８日  

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要  

【事業概要】 
当法人で運営するオルタナティブスクール「竹林のスコレー」が位置する倉敷市玉

島陶の穂井田地区は、放置された田畑や竹林が多く荒地となっている。特に竹林は、
強風で竹が倒れ道を塞ぐこともあり、土砂崩れの危険性もある。放置竹林の解決と竹
資材の有効活用を目的に竹灯籠まつりを開催する。荒れた竹林の竹をゴミにするので
はなく芸術として鑑賞、行事に必要な資材に昇華することで間伐作業の動機付けをス
マートに恒常的に行える。また、竹灯籠として使用する竹材のほとんどは、使用後竹
炭として農業資材に転用し、土に戻せる。苦、我慢ではなく楽しみ、歓びのある持続
可能な循環社会のモデルとし、地域の恒例行事として定着していきたいと考える。 

 

【事業目的】 

（1）竹を用いた伝統行事の創生による地域の魅力向上 
（2）荒廃した竹林の間伐・整備、竹の農業資材としての活用 
（3）祭りをきっかけとした関係人口の創出と地域住民との信頼関係の醸成 

 

② 事業の流れ･進捗状況等 

＜実施したこと＞    

・竹林の間伐 およそ500㎡（約200本） 

・竹灯籠づくりワークショップの開催（１回～３回） 

・地域の夏祭りへの参加 

・全体運営会議（１回～３回） 

 

＜今後、実施すること＞ 

・竹灯籠づくりワークショップ開催（４回～５回） 

・竹灯籠を使った店舗のエクステリアによる広報活動 

・玉島みなと朝市への竹林のスコレー子どもたちの出店 

・竹灯籠まつり 

・竹灯籠まつり写真コンテストと展示会 

・使用後の竹灯籠を竹炭にして農業資材に転用 

 

③ これまでの成果･効果、今年度事業終了後の成果･効果の見込み    

１ 地域の竹害を予防し、景観の美化を図る 

 およそ500㎡の竹林を間伐、約200本の竹を伐採し、景観の美化、交通安全と利便

性に貢献している。地域の方から竹を切ってほしいという声もいただいている。 

 



 

２ 地域活性化、都市農村交流の促進 

 竹灯籠づくりワークショップに、倉敷市中心部、岡山市、姫路市から来場者あ

り。倉敷ケーブルテレビ、たまテレニュースでも放送された。 

 

○竹灯籠づくりワークショップ来場者表 

回数 日にち 来場者数 ボランティア人数 

1回目 6/11 22 10 

2回目 7/16 18 7 

3回目 8/11 20 10 

 

○竹灯籠づくりワークショップKCTニュース、たまテレニュースの報道 

 

 

 

３ 伝統行事として継続する 

竹灯籠まつりの周知を高めて、来場者を増やし話題を作り成功させる。９月15日

時点で、地域の協賛企業７社、出店者９店舗が集まっており注目いただいているこ

とがわかる。 

 

3-1. 協賛企業（7社） 

ペガサス・キャンドル株式会社、焼肉朱里苑、やきいも専門店 芋勝、株式会社

カスケホーム、 株式会社やまと(すし遊館)、菊池酒造株式会社、株式会社ニチイ

車輛 

引き続き、自走化に向けて新たな協賛企業の掘り起こしを行う。  

3−2. 出店者（９店舗） 

自家製コーラとハンバーガー テンズ、木のぼりCafé、ゆっきーパン、かなか 

な珈琲、食のお手伝い Yummy、紅茶とスコーンのお店ティーズクローバー、 

SUNCACAO、食育保育園はぐっこ、Hometree café ippo 

 

 

 

 

 

KCT ニュース たまテレニュース 



④ 課題等        

(1) 人口の少ない地域での初めてのイベントであり、来場者数に不安があるため、チ 

ラシを地域のスーパーへ配置、市広報、ラジオ番組、山陽新聞の記事枠を活用やイ 

ンスタグラムの公式アカウントも作成してリアル、ネットで周知を広げていく。 

 併せてフォトコンテストを開催し、幻想的な風景を撮影したいカメラを趣味とさ 

れている人を呼び込んでいく。 

また、地域のまちづくり協議会の後援をいただくことができ、当日の運営に関し 

てもご助力をいただけそうである。 

(2) 継続した行事とするには、協働事業終了後の予算確保が必須である。協働事業期 

間中に収益につながるアイデアをためておき、実施できるリソースを育てておく必 

要がある。 

今回、竹灯籠を用いた店舗のエクステリアを広報活動の一環として協賛店舗と協 

力して行う。話題性を高めて、今後希望する店舗が増えるように働きかける。 

  (3) 夜間のイベントになり、来場者の安全確保とキャンドルを灯すため、山火事の防

止などの安全面の確保が優先される。このため、竹灯籠の灯りを当初ロウソクで

行う予定であったが、一部をＬＥＤライトに変更した。また、受入人数を単日500

名から300名へ減らし、規模を縮小し、来場される方には、事前予約を行っていた

だくことにした。混雑時の転倒などのリスクを考慮し、来場時間を1時間ごとに区

切り観覧していただくスケジュールとした。 

(4) 地域課題の解決を重点に置いた事業であり、他地域への波及効果の不足が考えら 

れる。ただ、過疎化や竹害に悩まされている地域は多く、竹灯籠づくりや竹灯籠を 

展示するお祭りを開催する方法や手順を共有して各地域で行えるように資料をまと 

めていく。 

  (5) 当初の予定では、近隣の大学や小学校と連携して竹灯籠の制作に臨む予定で 

あったが、制作に関しての連携は難しく、予定変更となった。倉敷市内で以前 

から竹灯籠の展示をされている方とのご縁があり、展示にご協力いただけるこ

とになった。（竹のやしろ、坪井造園） 

  



 

４ 参考事項・資料 

   収支精算書見込又は収支（変更）予算書※ 

（収支（変更）予算書※は補助金交付申請書または補助事業変更承認申請書に添付した 

収支（変更）予算書のこと） 

   写真（データでも提出すること） 

第 2 回竹灯籠ワークショップ 

第１回竹灯籠ワークショップ 

第３回竹灯籠ワークショップ 

参加している子どもの様子 

 

ボランティアさんと一緒に作業 

 

名前入り竹灯籠の完成 



 

 

  

   

当日資料 

   最新版チラシ、フォトコンテストチラシ、制作した竹灯籠 

細かい造形の竹灯籠も完成

 

模様を考えています 竹を切っていくところから開始 

ドリルの穴あけ作業の様子 

竹林の間伐作業、NPO 法人彩さんと 

間伐した竹材で玄関マットを作成 

竹の間伐、ボランティアさんもご参加 







■賞 特賞（1名）：キャンドル卓・渡邊邸 ディナー ペアチケット　優秀賞：景品
■応募規定 応募作品は「倉敷穂井田竹灯籠まつり」で撮影されたものに限ります。
■応募資格 特に制限はありません。プロ・アマは問いません。
■応募点数 応募者 1名様につき作品は 3点まで（入賞は 1人1賞）
■応募細則 ❶ 四ツ切またはワイド四ツ切の単写真に限ります。
 ❷ インクジェット・レーザー等、家庭用プリンタでの出力作品のご応募はできません。ただし、

自宅の暗室で引き伸した写真についてはこの限りではありません。
 ❸ 合成等のデジタル加工処理した写真は認めません。
 ❹ 本コンテストの主旨にそぐわない内容と主催者が判断した場合は審査しません。
■応募方法 作品1点ごとに、応募票を作品の裏面中央にセロテープ（糊付禁止）にて貼付してください。
■応募上の注意 ❶ 応募作品は返却しません。
 ❷ 応募作品の著作権は撮影者に帰属しますが、主催者、共催者は入賞作品を無償で使用

する権利を有し、印刷物、SNS 等で活用させていただきます。令和 6 年 2 月に応募作
品の展示会も開催予定です。

 ❸ 人物が被写体の場合は、応募について本人の承諾を得てください。肖像権に関するトラ
ブルについて主催者は一切関わりません。

 ❹ デジタルデータの場合、入賞者は入賞作品を DVD に入れて郵送していただきます。提出
された原版が応募作品とは異なると認められた場合は入賞を取り消すことがあります。

 ❺ 入賞作品は主催者、共催者が広報物等に使用する場合があります。
 ❻ 応募票の個人情報はコンテスト以外の用途には使用しません。
■応募先 〒713-8112 岡山県倉敷市玉島陶 2970 　NPO 法人こうのさと 竹林のスコレー宛
■締切 令和 5 年 12月20日（水）必着
■審査発表 令和 6 年 1月中旬を予定
■展示 令和 6 年 2月予定、決まり次第、告知いたします。

<< カメラ部門 >>　特賞： 1 名　優秀賞：若干名

<<Instagram 部門 >>　特賞： 1 名　優秀賞：若干名

特賞（1名）：焼肉朱里苑竹 灯籠まつり限定コース ペアチケット　優秀賞：景品
公式アカウントをフォローしてください。「倉敷ほいだ竹灯籠まつり」　＠takedourou_matsuri
詳しくは公式サイトをご覧ください。　https://hoidatourou.studio.site　

キ リ ト リ

竹 灯 籠 まつり 　 フォトコン テスト　< < カメラ 部 門 応 募 票 > > ※この応募用紙はコピーしてお使いいただいてかまいません。

作品タイトル

撮影場所

お名前

ご住所

コメント（20 文字以内）

撮影データ

ふりがな

ふりがな

カメラ

フィルム

レンズ

フィルター

〒　　　　　－ TEL

Email

男 ・ 女 才

撮影日時 年 　 　 月 　 　 日

倉 敷 穂 井 田

11月11日（土）、12日（日）に開催する「倉敷穂井田 竹灯籠まつり」にて、フォトコンテストを開催します。
カメラ部門、Instagram 部門をそれぞれ開催します。募集テーマは「竹灯籠まつり」です。竹灯籠まつり
にご参加いただき、秋の夜を彩る竹灯籠をテーマにした写真を撮影し、それぞれの方法でご応募ください。
入賞作品については、令和 6 年 1月に審査をして結果発表、令和 6 年 2 月上旬に入賞作品の展示会を開催
します。日程が決まり次第イベント公式サイト、Instagramにて告知します。
※混雑を避けるため三脚・脚立の使用はご遠慮ください。(一脚の使用は可）

当日の混雑緩和の
ため、事前予約を
お願いします。

https://takedourou-
matsuri.peatix.com

\竹灯籠まつりのご予約はこちら/

キャンドル卓・渡邊邸
ディナー

ペアチケット

Instagram部門・特賞Instagram部門・特賞
焼肉朱里苑
竹灯籠まつり限定コース
ペアチケット 

カメラ部門・特賞カメラ部門・特賞

■主催：NPO 法人こうのさと
■共催：備中県民局（令和
5 年度岡山県民局提案型協
働事業）
■後援：倉敷市、倉敷市教
育委員会、玉島陶・服部地
域まちづくり協議会、玉島商
工会議所、一般社団法人玉
島青年会議所、玉島ロータ
リークラブ、玉島テレビ放送、
RNC 西日本放送
■協賛：ペガサス・キャンド
ル株式会社、焼肉朱里苑、
やきいも専門店 芋勝、株式
会社カスケホーム、 株式会社
やまと、菊池酒造株式会社、
株式会社ニチイ車輛 

【お問い合わせ】
NPO 法人こうのさと
（担当：片岡）

　 info@konosato.org
　 080-3873-5523
（午前 9 時～午後 5 時）
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